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かもネットに認知症コラム等掲載。ケアプラザの館内を活用して、一般の地域住民向けに認知症に対する普及啓発をす
る。周知の内容を、認とも研の参加者と一緒に考える。

かかわりのある地域の企業や団体と、今後どのような目的で一緒に活動できるかをケアプラザ内で検討する。検討した内
容を整理、見える化し共有する。

SJシステム構築のため、SJ会議を開催し、区、区社協、CPがそれぞれ強みをいかして取組の検討を行う。

地域ケア会議では、8050世帯など複合的な課題を抱えた世帯支援について、鴨居エリア1回、白山エリア2回の個別ケース地域ケ
ア会議を開催した。3月には包括レベルの地域ケア会議を開催予定。「みんなでスマ歩」事業では、スマホの活用とともに参加者同
士の交流の場となり、コロナ禍の中でもとても良い取り組みになった。参加者への連絡も、LINEで行うなど新しい取り組みも取り入
れた。今後もスマホやICTの活用を進めていきたい。認知症に対する理解の促進のため、広報紙「かもネット」に「三太郎認知症つ
ぶやき」コラム欄を作成し、認知症とともに暮らすメッセージを掲載した。企業との連携については、区役所地区担当、区社協地区
担当とともに、アイデア出しを行った。また、すでにつながりのある企業には、鴨居・東本郷・菅田ケアプラザで作成したポスター掲
示を依頼するなどし、ケアプラザの周知と顔の見える関係づくりに努めた。また、SJシステム構築の為に、地域の隠れている担い
手と出会いを増やすには？と、いう視点で、どんなケアプラザ事業があると良いかについて、区役所地区担当、区社協地区担当と
アイデア出しを行った。実現が難しいアイデアもありましたが、少しずつでも事業化が進められるよう3者で連携しながら取組んで
いきます。

□ 区からのコメント
全般的に新しい着想の事業展開をしており、職員の皆さんが創意工夫をして地域課題の解決に取り組んでいることがよくわかりま
す。例えば、コロナ禍において、過年度から積極的にICT活用を事業や相談に取り組んでいただいています。コロナ禍の収束がよ
うやく見通せるようになりましたが、これまで取り組んできた感染症対策は引き続き必要になる場面もあるかと思います。そういっ
た意味でも、ICT活用は大切な取組かと思いますので、引き続き積極的に取り組んでいただき、区内の他地域ケアプラザにも好事
例として共有していければと思います。また、新たな企業との連携や担い手発掘のために区・区社協とも連携してアイデア出しを
行っていただきありがとうございました。また、今年度築いてきた支援機関との関係性を生かして、個別支援・地域支援が展開でき
ていました。
次年度以降、アイデアや支援機関との関係性を基に事業を展開する等、三者で連携して実施していければと思います。

令和４年度 鴨居地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
担当エリアは3地区（鴨居・竹山・白山）であり、それぞれ地域活動が活発に行われ、課題解決に向けた独自の取組が進められて
います。近年の高齢化に伴い、8050問題や認知症を含め様々な相談が増えています。一方で地域住民に地域ケアプラザの全て
の機能が十分に周知され、理解されているとはいえない状況もあります。地域における福祉・保健の総合相談窓口として、全ての
方が相談しやすい環境づくり、住民の生活課題に寄り添える職員育成を進めていきます。また、多様な関係機関と連携を図り、自
主事業の開催や各種会議・連絡会等を上手に活用し地域課題を的確に捉え、課題の解決を図っていきます。今年度は第4期地域
福祉保健計画推進の年であり、引き続き、5職種と緑区役所、緑区社会福祉協議会と一緒に地区に寄り添った取組を展開してい
きます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

地域の現状に即した個別ケース地域ケア会議を開催する。
個別ケースの積み上げにより見えてきた地域課題を包括レベルケア会議で検討する。

「みんなでスマ歩」事業を開催し、「お散歩マップ」とスマホを持ってお散歩する。スマホの地図アプリ、グーグルレンズ等を
活用したり、写真を撮影してLINEにあげたりしながら、スマホに慣れてもらい活用を促進する。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

契約
者数

指定介護予防支援事業　【委託】126件　【直】21件
第１号介護予防支援事業【委託】114件　【直】24件

95件

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

3職種が連携し、予防支援に取り組む。委託先の介
護支援専門員が問題・課題等を抱えこまないよう、同
行訪問や地域ケア会議などのツールを活用し必要な
支援を行う。

保健師　2名
主任介護支援専門員　2名
社会福祉士　1名

居宅介護支援事業

毎週の定例会議を活用し、より一層チーム力・ケアマ
ネジメント力を高める。多職種連携やインフォーマル
サービスの把握等介護保険外の取組も進める。

主任介護支援専門員　3名

通常の事業の実施地域を越えて行う指定居宅介護
支援事業に要した交通費は、通常の事業の実施地
域を越えた所から公共交通機関を利用した実費を徴
収する。通常の事業の実施地域を越えた所から、片
道分１キロメートルあたり100円

通常の事業の実施地域を越えて行う指定居宅介護
支援事業に要した交通費は、通常の事業の実施地
域を越えた所から公共交通機関を利用した実費を徴
収する。通常の事業の実施地域を越えた所から、片
道分１キロメートルあたり100円

令和４年度鴨居地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・介護保険サービス等の紹介の際は必ず、ハート
ページなどを使用し利用者が選択できるようにする。
・サービス事業者等に対し公正・中立な立場で業務を
遂行できるよう、必要に応じて指導・助言を行う。

・介護保険サービス等の紹介の際は必ず、ハート
ページなどを使用し利用者が選択できるようにした。
・利用者を始め、サービス事業者、民間事業者等に
対し公正・中立な立場で業務を遂行できるようにし
た。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・横浜市の事故情報を速やかに回覧、情報提供し、
日頃から事故防止に対する意識を醸成する。昨年
度、区より提供頂いた個人情報保護研修の資料も参
考に研修などを企画、実施する。

・横浜市からの事故情報を速やかに回覧・情報提供
を行い意識醸成を図った。
引き続き、昨年度の所長会で頂いた個人情報研修の
資料も回覧、掲示を行った。



目標

実施
体制

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

生活相談員　6名
介護職員　18名
看護職員兼機能訓練指導員　6名

生活相談員　6名
介護職員　18名
看護職員兼機能訓練指導員　6名

契約
者数
等 【契約者数】 105名 【契約者数】　12名 【契約者数】

【延べ利用者数】　619名 【延べ利用者数】　111名 【延べ利用者数】

・食費800円
・教養娯楽費　実費
・通常の事業の実施地域を越えて
行う通所介護等に要した交通費
は、通常の事業の実施地域を越え
た所から、片道分１㎞ごとに100円

・食費800円
・教養娯楽費　実費
・通常の事業の実施地域を越えて
行う通所介護等に要した交通費
は、通常の事業の実施地域を越え
た所から、片道分１㎞ごとに100円

安心・安全に配慮し、住み慣れた
場所で生活が継続できるよう心身
機能の維持・向上に努める。

安心・安全に配慮し、住み慣れた
場所で生活が継続できるよう心身
機能の維持・向上に努める。

【実施日数】
360日
【提供時間】
9：30～16：35
【定員】
　40名

【実施日数】
360日
【提供時間】
9：30～16：35
【定員】
　8名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

18,713,000 215,000 18,928,000 18,928,000 0 横浜市より

0 52,550 △ 52,550

432,000 432,000 0 432,000

0 0 0 39,997 △ 39,997

0 0

0 23,295 △ 23,295

0 16,702 △ 16,702

0 0 0

18,713,000 647,000 19,360,000 19,020,547 339,453

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,863,333 0 11,863,333 11,010,917 852,416

7,826,667 7,826,667 7,183,494 643,173

956,666 956,666 832,432 124,234

2,853,334 2,853,334 2,750,102 103,232

90,000 90,000 82,085 7,915

26,666 26,666 68,000 △ 41,334

110,000 110,000 94,804 15,196

0 0

1,771,667 0 1,771,667 3,081,913 △ 1,310,246

30,000 30,000 30,840 △ 840

450,000 450,000 367,022 82,978

0 0 0

0 0 0

270,000 270,000 299,291 △ 29,291

71,000 0 71,000 73,260 △ 2,260

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 21,000 21,000 21,120 △ 120

その他 50,000 50,000 52,140 △ 2,140

100,000 100,000 40,780 59,220

0 0 0

0 0 0

10,000 10,000 16,460 △ 6,460

1,000 1,000 770 230

0 0 0

0 0 0

0 0 0

839,667 839,667 2,253,490 △ 1,413,823

1,372,000 0 1,372,000 489,893 882,107

0 0 0

1,372,000 1,372,000 489,893 882,107

0 0

0 200,000 200,000 200,000 0

200,000 200,000 200,000 0

0 15,000 15,000 330 14,670

15,000 15,000 330 14,670

3,232,000 0 3,232,000 2,549,284 682,716

1,580,000 1,580,000 1,668,356 △ 88,356

280,000 280,000 189,653 90,347

180,000 180,000 101,820 78,180

660,000 0 660,000 348,482 311,518

空調衛⽣設備保守 180,000 180,000 61,351 118,649

消防設備保守 60,000 60,000 43,347 16,653

電気設備保守 90,000 90,000 73,356 16,644

害⾍駆除清掃保守 30,000 30,000 22,133 7,867

駐⾞場設備保全費 0 0

その他保全費 300,000 300,000 148,295 151,705

0 0

532,000 532,000 240,973 291,027

474,000 474,000 359,298 114,702 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

18,713,000 0 18,713,000 17,691,635 1,021,365

0 647,000 647,000 1,328,912 △ 681,912

0 0 0 52,550 △ 52,550

1,372,000 0 1,372,000 489,893 882,107

△ 1,372,000 0 △ 1,372,000 △ 437,343 △ 934,657

0 0 0 23,295 △ 23,295 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,000 0 21,000 21,120 △ 120 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 21,000 0 △ 21,000 2,175 △ 23,175

※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和４年度　「鴨居地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）

雑⼊
横浜市による運営⽀援

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

ＩＣＴ整備費（追加）

ＩＣＴ整備費（追加）
サニタリーボックス（追加）

サニタリーボックス

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

35,674,000 35,674,000 35,674,000 0 横浜市より
154,000 154,000 154,000 0 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 0 横浜市より
0 45,300 △ 45,300

0 0

0 0

0 0 0

0 0 0 39,996 △ 39,996

0 0

0 23,295 △ 23,295

0 16,701 △ 16,701

0 0

41,630,000 0 41,630,000 41,715,296 △ 85,296

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

37,085,000 0 37,085,000 34,696,817 2,388,183

20,062,500 20,062,500 19,638,189 424,311

4,400,000 4,400,000 3,694,618 705,382

11,762,500 11,762,500 10,427,391 1,335,109

50,000 50,000 88,528 △ 38,528

0 269,000 △ 269,000

550,000 550,000 579,091 △ 29,091

260,000 260,000 0 260,000

1,750,000 0 1,750,000 3,120,101 △ 1,370,101

50,000 50,000 72,585 △ 22,585

300,000 300,000 294,007 5,993

0 0 0

0 0 0

300,000 300,000 298,216 1,784

15,000 0 15,000 13,860 1,140

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 15,000 15,000 13,860 1,140

100,000 100,000 10,000 90,000

0 0 0

0 0 0

100,000 100,000 27,676 72,324

2,000 2,000 3,067 △ 1,067

0 0 0

0 0 0

0 0 0

883,000 883,000 2,400,690 △ 1,517,690

1,696,000 0 1,696,000 502,638 1,193,362
630,000 630,000 105,000 525,000 予算：指定額

600,000 600,000 186,741 413,259
154,000 154,000 151,764 2,236
312,000 312,000 59,133 252,867

0 0 0

0 0

973,000 0 973,000 677,651 295,349

400,000 400,000 443,486

50,000 50,000 50,414 △ 414

30,000 30,000 27,060 2,940

150,000 0 150,000 92,636 57,364
空調衛⽣設備保守 40,000 40,000 16,309 23,691
消防設備保守 15,000 15,000 11,522 3,478
電気設備保守 25,000 25,000 19,497 5,503
害⾍駆除清掃保守 6,000 6,000 5,884 116
駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 64,000 64,000 39,424 24,576

0 0 0

343,000 343,000 64,055 278,945

126,000 126,000 126,000 0 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

41,630,000 0 41,630,000 39,123,207 2,506,793

0 0 0 2,592,089 △ 2,592,089

0 0 0 45,300 △ 45,300

1,066,000 0 1,066,000 397,638 668,362

△ 1,066,000 0 △ 1,066,000 △ 352,338 △ 713,662

0 0 0 23,295 △ 23,295 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0
目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 23,295 △ 23,295
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱⽔費
清掃費

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】

その他

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】

雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

指定管理料【⽣活⽀援】

令和４年度　「鴨居地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

28,073 28,791 16,800 17,095 -295 20,640 21,791 -1,151 80,850 79,766 1,084 7,291 7,058 233

6 0 6 0 585 -585 193 209 -16 3,528 3,295 233 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

利用者外給食収入 6 6 524 -524 193 208 -15 1,887 1,791 96 0

雑収入 0 0 0 1,641 1,359 282 0

受入研修費収益 0 61 -61 1 -1 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 145 -145 0

28,079 28,791 -712 16,800 17,680 -880 20,833 22,000 -1,167 84,378 83,061 1,317 7,291 7,058 233

20,223 21,229 -1,006 0 13,845 14,251 -406 64,840 65,491 -651 0

1,215 2,015 -800 0 792 2,380 -1,588 5,928 7,458 -1,530 0

131 1,423 -1,292 0 93 203 -110 7,903 5,461 2,442 0

760 2,320 -1,560 0 543 1,353 -810 4,126 7,001 -2,875 0

-873 11,794 13,752 -1,958 0 663 -663 2,739 5,207 -2,468 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 1 1 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 11,794 13,159 -1,365 0 0 0

利用者外給食費 0 593 -593 226 -226 2,738 2,005 733 0

支払利息 0 0 0 145 -145 0

0 0 0 0 0

その他 873 -873 0 437 -437 3,057 -3,057 0

22,329 27,860 -5,531 11,794 13,752 -1,958 15,273 18,850 -3,577 85,536 90,618 -5,082 0 0 0

5,750 931 4,819 5,006 3,928 1,078 5,560 3,150 2,410 -1,158 -7,557 6,399 7,291 7,058 233

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和４年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：鴨居地域ケアプラザ

収
入

科目 認知症対応型通所介護 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



鴨居地域ケアプラザ　

1 レコードカフェ 平成27年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

多目的ホールで主に団塊の世代に向けてレコードカ
フェを開催。レコードカフェを通して、今までケアプラ
ザまで足を運んだことのない方たちにも来館してもら
う。ボランティア同士の交流も深めてもらう。 １：高齢者 5

★5/30・7/29・10/5・12/13・2/15
★１３:３０～１５:３０
★どなたでも
★多目的ホールで開催
★参加費100円
★毎回、特集とリクエストタイムがある

4 81

2 レコード鑑賞会 令和3年度～
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

飲食をせず、レコードの音色を楽しむ会として企画。
クラシックやポピュラーミュージック等、様々なジャン
ルを聞く

１：高齢者 5

★6/18・3/17
★１３:３０～１５:３０
★どなたでも
★多目的ホールで開催
★参加費無料
★毎回、特集とリクエストタイムがある

2 26

3 ちょいボラサポーターズCLUB 平成23年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

４ケアプラザ（鴨居・東本郷・菅田・城郷小机）で中学
生のボランティア活動を支援する。活動を通して、喜
びや自信を持つと共に、地域の一員でもあることを
自覚してもらえるようにサポートを行う。中学校との
関係づくりの一環でもある。上半期は、折り鶴を学
生・地域の方に折って頂き、鴨居駅に飾る取り組み
を行う。

４：子ども・青
少年

5

★多くの手を介して折り鶴を折り、駅などに飾る。
★菅田・東本郷・城郷小机のケアプラザと共催
★鴨居中・東鴨居中・菅田中・城郷中協力

1 200

4 にこにこ回想法 平成23年度 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

一人暮らしや話す機会が少ない方、大勢の中に出て
ゆくのが苦手な方を対象に、少人数で集える場を提
供する。
話をする、話を聞く、昔を振り返るという中で、脳の活
性化（認知症予防）につなげる場でもある。外での活
動にも同行し支援する。

１：高齢者 5

★第１・３火曜日　１３：００～１５：００
　　外出の際は、時間変動あり。
★毎回テーマに沿っていろいろな話しをしながら、な
かまと楽しい時間を過ごした。
外出も行い、交流を深めた。

24 230

5 かもい　なかま塾 平成23年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

勉強の意欲はあっても家庭の事情で塾に行けない
中学生、勉強の仕方がわからず悩んでいる中学生を
対象に、地域の方が勉強のサポートを行うと共に、
ボランティアの活躍の場を提供する。

４：子ども・青
少年

5

★火・木曜日　１８：００～２０：００
★GPホール・ボランティアルーム
★中学生対象
★入塾時は生徒・保護者・先生の面接あり
★英語・数学中心
★無料　先生方も全くのボランティア

115 933

6 かもい　月１コンサート 平成24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

定期的にコンサートを行い、多くの方にケアプラザを
知ってもらい、足を運んでもらう。
地域の活動団体に無料で場の提供をし演奏等披露
してもらうことで、活動の支援をするとともに新しい人
材の発掘につなげる。コロナウイルス感染予防の
為、感染者が落ち着くまではリモートでの開催とす
る。

５：地域

★5/28・7/2・7/30・10/22・1/21・2/25・3/18
★月１回開催　個人、団体可
★日時は相談※コロナウイルス感染症防止の視点
で、開催の可否や適切な出演者を募集。
※リモートでのコンサートも行った。
★料金無料　出演者もボランティア

7 156

7
出張!あおぞら
鴨居　ほっと・る～む

平成30年度 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

障害者とそのご家族に気軽に楽しく集まることができ
る場&相談できる場を提供する。
パラスポーツを通じて地域の方々と交流することで、
障害の理解や助け合える関係づくりをめざす。今年
度は、パラスポーツの取り組みとして、ボッチャを開
催予定。

２：障害児・
者

5

★5/7・11/5・2/4
8月は新型コロナ流行のため。中止になった。
★障害のある方やそのご家族、高校生以上
★多目的ホール
★パラスポーツでの交流を目指し、ボッチャやラダー
ゲッターを行った。

3 29

8 生活支援ボランティア交流会 平成31年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

鴨居チョイボラ、白山ボランティアの会「猫の手」、竹
山ボランティアセンターの各団体のコロナ禍での活
動の様子を共有し、困りごと等の解決策を検討す
る。 ５：地域

★開催日時未定
今年度は新型コロナウイルス感染予防のため、
開催まで至らなかった。

0 0

9 作品展 平成22年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

２階の廊下の壁スペースを使って、ケアプラザ利用
団体や地域の方の作品展示を行い、来館者にその
活動や団体自体を知ってもらう機会とする。
さらに、作品を見てもらうことで、メンバー増加につな
げ、交流の機会を作れる環境を整備する。

５：地域

★２階廊下に１年を通して作品を展示する
★ケアプラザ利用団体には福祉保健活動記録簿提
出時に次年度の予定を渡し、作品展示の呼びかけ
を行った
★１０月には登録団体紹介週間を行い、その時には
複数団体の作品展示を行った。

17 55

10 お散歩マップ 令和2年度～５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

コロナ禍で外出を控えてる方などに向け、フレイル予
防のために作成。近所を散歩することで心身ともにリ
フレッシュしてもらいながら、地域の見どころも知って
もらう。お散歩で答えが分かるクイズコーナーも掲載
する。NO15まで発行予定。

５：地域

★NO12～NO15を発行
★広報紙と一緒に配布
★クイズの回答は、ブログ・館内掲示等で行った。
地域のサロンでお散歩マップの講座を行ったり、
事業のお散歩の際に使用した。

0 0

11 ボッチャを楽しもう！ 令和4年度～
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

ボッチャを楽しみながら、介護予防・社会参加ができ
る場をつくる。運動系の活動で男性の参加者を呼び
込む。この機会を通じてパラスポーツを知ってもらう。

１：高齢者 5

★第1回：7/11、7/20   第2回：8/5、8/29
　第3回：11/4、11/18
★12/7、1/16、2/17、3/11
★講師は。横浜市スポーツ協会に依頼した。
★参加者：定員8名　講師2名　職員2名で実施。
毎回、人気があり次年度も開催を行うことになった。

11 122

12 ガーデニング事業 令和2年度～４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

園芸に興味があり、社会的孤立状態の方が集える
社会参加の場づくり、多世代交流の場づくり。

５：地域

★毎週金曜日に実施
★実施時間は１０：００～１０：３０
草取りから始まり、その後は季節の花を植えた。
クリスマスには、飾り付け等を行った。 35 117

13 母の日似顔絵展 平成22年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子どもたち（幼児～小学生）が楽しく参加できる事業
を行い、本人やその保護者たちに気軽に足を運んで
もらう機会とする。 ４：子ども・青

少年
3

★4/18～5/9
★１階ロビーに気軽に似顔絵が描けるコーナーを設
置
★描いてもらった絵はラミネートをして貼り出し、期間
終了後は希望した方のみ返却した。
★参加賞としてキャンディをお渡した。。

1 18

14 父の日似顔絵展 平成22年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子どもたち（幼児～小学生）が楽しく参加できる事業
を行い、本人やその保護者たちに気軽に足を運んで
もらう機会とする。 ４：子ども・青

少年
3

★6/1～6/20
★１階ロビーに気軽に似顔絵が描けるコーナーを設
置
★描いてもらった絵はラミネートをして貼り出し、期間
終了後は希望した方のみ返却した。
★参加賞としてキャンディをお渡しした。

1 21

15 スマホ講座 令和3年度～５：共催（１と３）
２：発展させるね
らい

初心者向けに「実際にスマホに触れて、ゼロから学
べる」スマホ講座を開催する。スマホを活用した新た
なつながりづくりや、リモートでの事業参加等の基盤
を整備する。入門編・iphone編・android編の三回行
う。

１：高齢者 5

★4/11、5/27、6/3  10：00～12:00
　10/17、10/21、11/9　13:00～15:00
★多目的ホールで開催
★定員12名
★ソフトバンク（株）に講師を依頼
IPHONE基本編や、LINE活用編等を開催した。

6 99

16 みんなでスマ歩 令和4年度～
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

お散歩の途中でスマホを活用（撮影した写真をLINE
で送ったり、調べものをしたり）しながら、スマホの利
用に慣れてもらう。スマホの使い方だけではなく、体
を動かし気分転換を図る １：高齢者 5

★5/16、5/30、6/13・12/5・12/12に開催
★初日は多目的ホールでオリエンテーションを実施。
便利なアプリの紹介とダウンロード等を行った。
その他、さんぽや雨天の際などは、参加メンバー同
士でボッチャを開催した。

5 48

令和４年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

17 赤ちゃん教室説明 令和2年度～
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

赤ちゃん教室にてケアプラザや地域の子育て支援に
ついての紹介を行う。今までプレパパプレママ講座
の中で行ってきたことを、赤ちゃん教室で行う。 ３：養育者及

び乳幼児
★新型コロナ感染症感染予防のため、開催できな
かった。 0 0

18 小児救急講座 平成26年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

乳幼児のお子様を持つ保護者(主に母親)に向けて、
AEDを含む心肺蘇生やいざという時の応急手当を学
んでもらう。 ３：養育者及

び乳幼児

★10/31に開催した。
★多目的ホールで開催した
★乳幼児のお子様を持つ保護者対象
★鴨居保育園と共催
★鴨居・白山消防署協力
★託児なし・母子同室で参加

1 16

19 七夕週間 平成21年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

短冊に願いごとを書いてもらい、笹につける七夕の
行事をすることで、ケアプラザを身近に感じてもらう。

４：子ども・青
少年

5

★6/22～7/8
★１階ロビーで開催した。
★誰でも参加可
★書いた短冊を期間中にロビーにて飾り付けを行っ
た。

1 192

20 物々交換フェア 平成25年～
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

物々交換を通して、地域の方々との交流を図る。さら
に、若い世代に足を運んでもらい、ケアプラザ自体を
知ってもらう機会とする。

５：地域

★6/14、12/6に実施した。
★コロナ禍でも開催できるよう、人数や時間を制限し
たり、順路を工夫した。
★新型コロナ感染症感染予防のために新品を回収
した。前日にはボラんティアさんにより品物の整理を
行った。

2 102

21 あおぞら勉強会 令和3年度～４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

障がいに関して映画の上映会や勉強会を開催し、障
がいの有無に関わらず、住み慣れた地域の中で暮ら
し続けられるよう普及啓発を行う。 ２：障害児・

者
5

★新型コロナ感染症感染予防のため、開催できな
かった。 0 0

22 シニアボランティア講座 平成27年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

登録研修会を身近なケアプラザで開催することで、
多くの方に参加してもらい、地域のボランティア人口
の増加につなげる。

１：高齢者

★3/6に開催した。
★１３：３０～１５：３０
★多目的ホール
★６５歳以上の横浜市民

1 9

23 まるごと白山高校展 令和2年度～５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

ケアプラザ館内に白山高校生の作品（絵・書道・陶芸
等）を飾り、美術展を開催する。白山高校とのつなが
りを深くし、今後の事業などにもつなげる。 ４：子ども・青

少年
5

★新型コロナ感染症感染予防のため、開催できな
かった。 0 0

24 コーヒーボランティア勉強会 令和2年度～
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

コーヒーボランティアさんたちの勉強会として講師を
お呼びし、淹れ方などをもう一度再確認する。

５：地域 1
★新型コロナ感染症完成予防のため、開催できな
かった。 0 0

25 避難訓練月間 平成23年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

毎年３月を避難訓練月間として、ケアプラザ利用団
体(者)に避難経路を覚えてもらい、いざという時のた
めに備えてもらう。

７：その他 5
★新型コロナ感染症完成予防のため、開催できな
かった。 0 0

26 1５周年祭り 平成20年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

祭りを開催することで地域のつながりを深めながら、
多くの方にケアプラザを知ってもらう。今後、ケアプラ
ザの事業参加や相談につながればなお良い。
地域の団体の活躍の場ともなる。 ５：地域

★9/24に開催した。
★映画鑑賞を行った。
ケアプラザと交流がある団体様による売店や、子ど
もが楽しめるイベントを行った。
当日、雨が降っていたが、来館者には楽しんでもら
えた。

1 200

27 トランスパレントペーパー講座 令和4年度～
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

夏休みの特別事業として、小学生親子を対象に開催
する。この事業を通じて、小学生やまだケアプラザを
利用したことがない方にもケアプラザをPRし、その後
の利用のきっかけをつくる。

４：子ども・青
少年

★8月3日　10：00～11：30で開催した。
★多目的ホール
★定員　7組
★小学生低学年親子対象
★講師　市毛さやか先生

1 4

28 子育て連絡会&交流会 平成23年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育てグループの情報共有化、ネットワーク化を図
り、スムーズな活動につなげる。また、問題点等を共
有し、解決策を探りあう。地域で子育てに関わる団
体・保育園・幼稚園・主任児童委員が集まり、情報を
共有し、地域全体の子育て支援を考える。

７：その他 5
★新型コロナ感染症感染予防のため、開催できな
かった。 0 0

29
配食サービス・会食サービス交
流会

平成24年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

鴨居・竹山・白山の３地域の会食・配食団体が集ま
り、情報交換や悩みごとなどを話し合ってもらい、活
動の活性化・利用者増加など、今後の活動につなげ
られるようにする。 ７：その他 5

★新型コロナ感染症感染予防のため、開催できな
かった。

0 0

30 登録団体紹介週間 平成25年～
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザ登録団体の活動を紹介することで、団体
の活性化やメンバー増加につなげる。

７：その他 5

★10/25～10/31で開催した。
★地域ケアルーム、２階廊下、多目的ホールに作品
展示
★期間中、見学・無料体験実施

7 107

31 登録団体交流会 平成21年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザの登録団体(代表者)と地域活動交流の職
員(COとサブコ全員)が集まり、交流を図る。
登録方法や部屋の申込み、使用方法などをあらため
て説明し、再確認をする場でもある。 ７：その他 1

★10/25・10/26・10/29で開催した
★多目的ホール・GPホール
★貸し館の利用方法について説明を行った。 4 47

32 部屋・周辺大掃除&交流会 平成21年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

普段使用している部屋等を掃除することで、キレイに
大切に使うことを自覚してもらう。
登録団体Ⅱの福祉保健活動の場でもある。

７：その他 5

★5/9・11/8・12/14・1/31に開催
★１３：３０～１５：００
★館内掃除・ゴミ拾い・草取り・花植えなど
★１２月は調理室のみを開催
★1月には、調理室の備品チェックを行う。

3 65

33
コーヒー・紅茶ボランティア交
流会

平成27年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

コロナ禍でのボランティア活動に関して、ボランティア
さんの気持ち・考え方、不安なこと、やりたいこと等を
共有し、今後の活動につなげる。

７：その他 5

★5/11に開催
★多目的ホール
★13:30～14:30
一年のカフェでのボランティア内容や、
コロナ禍での対応の共有をおこなった。

1 17



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

34 ボランティア交流会 平成27年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

コロナ禍でのボランティア活動に関して、ボランティア
さんの気持ち・考え方、不安なこと、やりたいこと等を
共有し、今後の活動につなげる。ボランティア活動へ
の感謝の意を伝える。 ７：その他 5

★新型コロナ感染症感染予防のため、開催できな
かった。R5年度より、ボランティアカードを新しいもの
に変更した。

0 0

35 いきいきクラブ 平成23年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

身近な場所で介護予防に取り組める機会
を提供。

１：高齢者 6
地域在住の運動ボランティアが講師とな
り、ストレッチやヨガの動きを取り入れて身
体を動かす。毎月3回実施。

32 153

36 キャラバンメイト倶楽部 平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

エリアのキャラバンメイトの交流の場。
キャラバンメイトのスキルアップ。
認知症サポーター養成講座の企画。 ５：地域

年2回開催予定だったがコロナの影響もあ
り開催出来なかった。

0 0

37
民生委員、児童委員とケアマ
ネジャ－との交流会

平成22年
度～

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

エリア内（鴨居・竹山・白山）の民生委員、
児童委員と委託先の居宅介護支援事業
所のケアマネとの情報股間の場をつくる。 ５：地域 6

令和4年月以降、
民生委員、児童委員、委託先ケアマネと
の交流会を開催。

1 45

38
民生委員、児童委員とケアマ
ネジャ－との勉強会

令和元年
度～

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

エリア内（鴨居・竹山・白山）の民生委員、
児童委員と委託先の居宅介護支援事業
所のケアマネの合同によるスキルアップ
を行う。

５：地域 6
年1回、民生委員、児童委員、委託先ケア
マネと勉強会をの開催。

1 45

39 認知症サポーター養成講座
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

認知症になっても、住み慣れた場所で暮
らし続けられるために、認知症についての
正しく理解し、温かい目で見守るサポー
ターを要請をする。

５：地域 7月に白山地区向けに開催。 1 29

40 たび友 令和2年度～
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

支援の必要性があっても、介護保険につ
ながらない時に、本人、介護する家族の
方を孤立させないために、お出かけをきっ
かけに地域とのつながりをつくる。介護保
険利用のきっかけにする。

５：地域
奇数月第1木曜日開催予定。キャラバンメ
イト倶楽部の方々に協力してもらい、交通
機関を利用し一緒にお出かけをした。

7 136

41
行政書士による相続、遺言、成
年後見制度オンライン相談会

平成24年
度～

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域住民に対し遺言や相続・後見制度に
関する相談を行政書士の専門家に個別
に行う。 ５：地域 3

偶数月第2木曜開催
新型コロナウイルス感染状況に左右され
ないようにオンライン開催

6 13

43 介護者のつどい
平成24年
度～

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

主に認知症の方を介護されている家族の
方を対象に認知症の介護や介護サービ
スについて知っていただき介護者同士で
日頃の介護への思いを分かち合う場を提
供する。
今年度からは外出企画も実施

１：高齢者
年4回開催。
2回は、外出企画。2回は、交流会。

4 19

44 はじめての介護保険講座
令和3年度
～

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域アセスメントの結果、介護保険の利
用についてご存知ない方々が多いことか
ら、制度の説明やサービスの紹介をする
ことで、地域住民に介護保険についての
理解を深めて頂くと共にその周知を目的
とする

５：地域 ,6
年3回開催。
地域住民や民生委員向けに講座を行い、
介護保険制度の理解と周知を行う予定。

3 80

45
認知症とともに自分らしく暮ら
す研究会（認とも研）

令和3年度
～

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症と診断された方が、認知症なのは
自分一人だけではないと感じてもらう。認
知症とともに自分らしく暮らす、これからの
ことについて一緒に考える。

５：地域
毎月第2日曜に開催。
10時～11時半。

12 56
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